
令和５年度島根県
教職員の「働き方改革挑戦校」研修

中学校の実践発表資料



J中学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

月・木は掃除なし。 給食指導を一人で行う（学年の状況に応じて＆準備は複数で）。

職朝はデスクネッツ・ホワイトボードを活用し短縮する。 中間・期末テストともにテスト期間は１週間。

職員会議を職員室でPCを使って行う（ペーパーレス）。 テスト１日目は４時間授業、２日目は５時間授業（両日部活動なし）。

テスト期間に会議等を入れない（努力目標として）。 通知表の処理日、成績処理の時間を作る（未実施）。

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・上記の内容。本校職員は心に余裕ができたとのこと。特にテ
ストの採点について、平日中に終えることができると喜ばれた。
・検証アンケートの実施。

・推進メンバーを募ったが、立候補してくれる人はそういない。
本校は座談会という形に切り替え、自由参加で意見を言える場
を定期的に設定することにした。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

日直業務の軽減化。 部活動改革（数の見直し、下校時刻の繰り上げなど）。

自学ノートを継続するかどうか。 文書管理の仕方の整理。



J中学校（参考情報）



K中学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

①時程の見直し（完全下校時刻15分繰上げ）
4月～１０月末 １８時３０分→１８時１５分
１１月～３月末 １７時４５分→１７時３０分

④部活動の地域移行（体操部）
来年度から体操部は募集停止

②平日の部活動の休みの日を追加
（木曜日または金曜日を休み）

⑤掃除を各学年週１回実施予定
（１年生は月曜、２年生は水曜、３年生は金曜）

③定期テスト実施日の部活動中止（テストの採点
時間の確保）

⑥新しい入試制度に向けた行事予定（２学期中間
試験、２学期期末試験）の見直し

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

時程の見直し 業務負担の平準化

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

体育祭の負担軽減（開催場所である出雲ドームへ
の移動について、貸切バスで移動）

学校行事後の「振り返りアンケート」に業務改善
の項目を入れる。

部活動の地域移行



職員朝礼 ８：１０～８：２０ 10分

生徒登校 ８：２５

学級朝礼 ８：２５～８：３５ 10分

朝読書 ８：３５～８：４５ 10分

１校時 ８：５５～９：４５ 50分

２校時 ９：５５～１０：４５ 50分

３校時 １０：５５～１１：４５ 50分

４校時 １１：５５～１２：４５ 50分

給食
休憩
清掃

１２：４５～１３：２０
１３：２０～１３：４５
１３：５０～１４：００

35分
25分
10分

５校時 １４：１０～１５：００ 50分

６校時 １５：１０～１６：００ 50分

学級終礼 １６：１０～１６：２０ 10分

令和4年度 普通時程

職員朝礼 ８：１０～８：２０ 10分

生徒登校 ８：２５

朝読書 ～８：３０ ５分

学級朝礼 ８：３０～８：４０ 10分

１校時 ８：５０～９：４０ 50分

２校時 ９：５０～１０：４０ 50分

３校時 １０：５０～１１：４０ 50分

４校時 １１：５０～１２：４０ 50分

給食
休憩

１２：４０～１３：１５
１３：１５～１３：４０

35分
25分

５校時 １３：４５～１４：３５ 50分

６校時 １４：４５～１５：３５ 50分

清掃
学級終礼

１５：４０～１５：５０
１６：００～１６：１０

10分
10分

令和５年度 普通時程

清掃を6校時
後に実施し、
午後の時間は

5分短縮



L中学校（実践発表）
今年度の取り組み内容は？

保護者への文書をメールに添付して送る。 朝読書、朝礼、終礼を学年部で分担する。

完全下校時刻以降の電話は留守番電話にする。 欠席連絡をフォームズで行う。

保護者面談の日程調整をフォームズで行う。 定期試験の日は４時間授業（または５時間授業）にする。

定期試験の日には会議や部活動をしない。

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

定期試験の日（２日間で行う場合）の１日目４時間授業
（２日目は５時間授業）と会議や部活動をしないこと。採
点の時間を確保することができて好評だった。

研修の中でもあったが、期限付きで行うことや改善点が
あればすぐに教えてもらう姿勢で行うと受け入れてもら
いやすいと感じた。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

生活時程の見直しを行い、本格的に運用する。 清掃の簡素化

テストの成績表や通知表の配布の仕方を工夫する。



L中学校（参考情報）※資料や写真など

【各学年からの提案で未実施のもの】
〇１年部
・職員朝礼をやめる（掲示板やＰＣで伝える） ・朝読書をやめる
・給食指導をやめる（弁当箱形式やランチルーム形式 ・青葉をやめる
・報告ものを減らす ・通知表やテスト成績を配布のみにする
・通知表の所見をやめる ・役割の見直しやスタッフを増やす
〇２年部
・フレックスタイムの導入（早く来たら早く帰る） ・掃除を週３回にする。
・青葉をやめる ・提出物のチェックをやめる
・テストの成績表や元気アップカードをやめる ・通知表は学習成績のみで、回収しない。
・通知表やテストの成績表を１枚の紙にする ・やるべきことのリストをつくる
・年休をとりやすくする ・各教科の準備室をつくる
・掃除を業者に頼む ・学校用携帯を個人に配る
〇３年部
・定期テストをやめて、単元プリントをテストにする。 ・完全下校時刻を早める
・学校行事の精選
〇４年部
・時程の変更
・清掃の簡素化（Ａ週は週３回、Ｂ週は週２回など）
・担任複数制



M中学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

授業改善・ICT活用教育の推進 授業体制の充実（TTによる授業、地域ボランティアの活用）

複数担任制 職員室の環境整備、時間外の電話転送

職員会議、保護者文書のペーパーレス化 メンター制度の導入

家庭学習の見直し 時差出勤制度

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

複数担任制
時差出勤（フレックスタイム制度）

時差出勤は市の教育委員会と連携しなければなら
ない。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

年間行事予定の検討（体育祭の室内実施、会議や
成績処理の余白捻出）

職員会議の日を短縮５時間にする。行く行くは半日
にする。交流センターに生徒が主体的に活動できる
場を作ってもらうように依頼→今年度から実施



夏休みに実施した働き方改革の研修の様子

赤く囲ってあるところは改善してきた内容です普段困っていること
から課題をピックア
ップしました



M中学校（参考情報）※資料や写真など

学校だよりを通して地域・保護者への情報発信



メンター制度で活用している生活時間調査シート
※青の棒グラフが学習時間、赤の折れ線グラフがメディア時間です



時間外勤務時間の推移

31.8



N中学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

生活時程の見直し(放課後45分短縮) 昼休憩の短縮

職員朝礼の短縮 事務文書のペーパーレス化、回覧文書の精選

掃除の時間短縮 マチコミで欠席連絡

学習タイムの撤廃

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

生活時程の見直し
事務文書のペーパーレス化

生活時程を変更する場合、大胆に時程を変更する部
分と徐々に変更する部分を使い分けたほうが、改革
を進めやすい。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

さらなる生活時程の見直し(職員朝礼の撤廃、ICTを利
用した生徒連絡)

年間行事の見直し



N中学校（参考情報）※資料や写真など


